
青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第８期計画　進捗状況

（令和５年度実績）

資料１



○令和５年度自己評価結果一覧

施策番号 指標数 自己評価 ページ番号

1-1 5 ◎…2　〇…1　△…2　×…0 2

1-2 3 ◎…2　〇…1　△…0　×…0 4

2-1 3 ◎…2　〇…1　△…0　×…0 5

2-2 4 ◎…3　〇…1　△…0　×…0 6

2-3 4 ◎…4　〇…0　△…0　×…0 8

2-4 3 ◎…3　〇…0　△…0　×…0 9

2-5 2 ◎…2　〇…0　△…0　×…0 10

2-6 3 ◎…3　〇…0　△…0　×…0 11

3-1 4 ◎…2　〇…0　△…2　×…0 12

3-2 2 ◎…2　〇…0　△…0　×…0 13

4-1 10 ◎…7　〇…3　△…0　×…0 14

4-2 3 ◎…2　〇…1　△…0　×…0 16

4-3 2 ◎…2　〇…0　△…0　×…0 17

施策の数 13 目標とする指標の数 48

目標とする指標に対する自己評価の内訳 　＜評価基準＞

◎ 36　（75％） ◎ 順調に進捗している

○ 8　（17％） ○ 概ね順調に進捗している

△ 4　（ 8％） △ やや進捗が遅れている

× 0　（ 0％） × 進捗が遅れている

計 48 （100％） ・自己評価の目安は、進捗状況を確認するための基準として県から示されたもので、県内一律となっています。

目安

目標とする指標の達成率

達成率80％以上

成年後見制度の利用促進

虐待防止対策の強化

介護サービスの充実

介護サービスの適正化

災害・感染症対策に係る体制整備

住まいの充実

安全・安心な暮らしの確保

認知症施策の推進

地域包括支援センターの機能の充実

見守り・支え合いの推進

介護予防・生きがいづくりの推進
介護予防・重度化防止の推進

生きがいづくりの推進

施策名

在宅医療・介護連携の推進

達成率60％～79％

達成率30％～59％

達成率29％以下

青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第８期計画　進捗状況の概要

自己評価 指標数

基本方向

第2章 地域包括ケアの推進

第3章 尊厳が守られる暮らしの実現

第4章

区分 評価基準

適正な介護サービスの提供

第1章

1



青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第８期計画　自己評価シート

1-1

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇つどいの場への参加率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ - - 6.0 6.5 7.0

実績値 ％ 5.2 4.2 4.9 4.7 5.1

達成率 - - 81.7% 72.3% 72.9%

  

〇ポピュレーションアプローチの実施圏域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 圏域 - - 11 11 11

実績値 圏域 - 11 11 11 11

達成率 - - 100.0% 100.0% 100.0%

〇健康講座等健康教育総参加者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 人 - - 27,000 27,000 27,000

実績値 人 23,134 6,782 6,030 8,741 10,927

達成率 - - 22.3% 32.4% 40.5%

※つどいの場等において、以下を実施した日常生活
圏域の数
　　・フレイル予防の健康教育・健康相談
　　・フレイル状態の把握・保健指導
　　・必要なサービスの利用勧奨

(市民の更なる健康寿命の延伸に向け、市民のヘル
スリテラシーの向上を図る目的で開催する健康講座
等への総参加者数)

〇健康づくりの推進
母子保健分野：親子のきずなづくり事業、思春期健康教室事業
等
※妊娠期から子育て期の親と子どもに対し、健康教育を実施
　
壮年期健康教育事業
・青森市医師会との共催による健康教室の実施
・保健師・栄養士による健康講座の実施
※テーマは、生活習慣病予防、心の健康、たばこ、バランス食、
高血圧予防等
(母子保健・成人保健分野)参加者数 10,927人（R4：8,741人）

主な取組 目標とする指標

〇介護予防活動の推進
・つどいの場への参加者数と参加率
  参加者数4,441人/第1号被保険者87,923人≒5.1%
 （R4：4,118人/87,960人≒4.7%）
※つどいの場は、地域住民が主体となって開催
　
一般介護予防事業
・つどいの場にロコモ予防体操等の指導者を派遣した回数
　430回（R4:447回）
・ボランティアポイント制度対象事業のうち介護予防の活動を
行った活動者数と活動ポイント数　543人、11,242ポイント
 （R4:454人、9,548ポイント）

〇フレイル予防の推進
後期高齢者医療訪問指導事業
［ポピュレーションアプローチ］
・フレイル予防の健康教育等を実施した回数、圏域
　42回、11圏域（R4：45回、11圏域）
※青森市地域包括支援センターへ委託
　
[ハイリスクアプローチ]
・（受診行動適正化）医療機関の頻回・重複受診者への保健指導
実施人数　21人（R4：24人）
・（低栄養防止）体重減少者等への栄養指導実施人数
　　215人（R4：141人）
・（重症化予防）糖尿病治療中断者への受診勧奨実施人数
　　4人（R4：6人）
・（健康状態不明者の状況把握）健診・医療等未受診者の状況把
握人数　313人（R4：263人）

第1章 介護予防・生きがいづくりの推進

施策番号 施策名 介護予防・重度化防止の推進

1-1

(第1号被保険者に占めるつどいの場への参加者数の
割合)

〇介護予防活動の
  推進

〇フレイル予防の
  推進

〇健康づくりの推進

〇多様なつどいの場
  の提供

〇自立支援・重度化
  防止の推進

△

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・高齢者個人の身体・心理・社会的状況の変化に伴
い、「つどいの場への参加率」は、72.9％の達成率と
なりましたが、昨年度と比較して、実績値は上昇して
おり、引き続き、ロコモ予防体操等の指導者やリハビ
リテーション専門職の派遣を行うなど、介護予防活動
の推進に取り組みます。

〇

・「ポピュレーションアプローチの実施圏域数」は、
目標値を達成しています。

・高齢者個人の身体・心理・社会的状況の変化に伴
い、「健康講座等健康教育総参加者数」は、40.5％の
達成率となりましたが、昨年度と比較して、実績値は
増加しており、引き続き、健康教育を開催し、健康づ
くりの推進に取り組みます。

◎
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〇つどいの場を週1回以上開催している
  地区社会福祉協議会数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 地区 - - 26 32 38

実績値 地区 15 14 1 18 21

達成率 - - 3.8% 56.3% 55.3%

〇要介護等認定率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ 19.4 19.4 19.5 19.5 19.5

実績値 ％ 19.5 19.4 19.5 19.6 19.7

達成率 99.5% 100.0% 100.0% 99.5% 99.0%

〇多様なつどいの場の提供
こころの縁側づくり事業
・地域のつどい（地区社会福祉協議会単位で行うつどいの場）を
開設した地区数と開催箇所数　38地区、109箇所
（R4:37地区、106箇所）
・まちなかいきいきサロン（地区に関わらず参加できるつどいの
場）の開催圏域数と開催回数　5圏域　113回
（R4：3圏域　68回）

〇自立支援・重度化防止の推進
地域ケア会議推進事業
・自立支援型会議開催回数　4回（R4：4回）

介護サービス適正化実施指導事業
・ケアプランの点検件数　45件（R4：56件）
  うちアドバイザーによる点検　2件（R4：2件）

(第1号被保険者に占める要介護・要支援認定者数の
割合)

1-1

(つどいの場を週1回（年間48回）以上開催している
地区社会福祉協議会の数)

△

・高齢者個人の身体・心理・社会的状況の変化に伴
い、「つどいの場を週1回以上開催している地区社会福
祉協議会数」は、55.3％の達成率となりましたが、昨
年度と比較して、実績値は増加しており、引き続き、
多様なつどいの場づくりを支援します。

◎

・「要介護等認定率」の割合は、目標値を概ね達成し
ています。

【施策1-1総合評価】
　これらのことから、総合的にみて概ね順調に進捗し
ています。
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介護予防・生きがいづくりの推進

1-2 生きがいづくりの推進

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇老人クラブ会員数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 6,764 6,794 5,817 5,817 5,817
実績値 人 5,419 4,946 4,587 4,018 3,550
達成率 80.1% 72.8% 78.9% 69.1% 61.0%

〇シルバー人材センター会員の就業率
(就業したシルバー人材センター会員の割合)                                                            
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ 78.0 78.0 75.0 75.0 75.0
実績値 ％ 74.5 74.9 75.4 76.8 74.3
達成率 95.5% 96.0% 100.5% 102.4% 99.1%

〇高齢者福祉乗車証所持者数
(高齢者福祉乗車証を所持している高齢者数)                                                            
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 人 37,063 37,496 39,159 39,364 39,569

実績値 人 38,749 38,914 38,824 38,764 38,583

達成率 104.5% 103.8% 99.1% 98.5% 97.5%

〇外出手段の確保
高齢者福祉乗車証交付事業
・新規交付者数　2,021人（R4：2,135人）
・利用者数　延べ1,739,520人（R4：1,661,479人）

〇生きがいづくりの充実
老人クラブ活動育成事業
・補助金を交付している老人クラブ数　126団体（R4：138団体）
　

〇高齢者の就業促進
シルバー人材センター運営費補助事業
・シルバー人材センター会員の就業率
　R5実績：就業者数　779人／会員数　1,049人≒74.3％
　R4実績：就業者数　801人／会員数　1,043人≒76.8％
・シルバー人材センター会員数　1,049人（R4：1,043人）

(老人クラブに加入している人数)

※R2までは老人クラブ連合会に加入している会員数、R3
からは老人クラブ連合会に加入していない者も含む。

1-2

主な取組 目標とする指標

〇生きがいづくりの
　充実

〇高齢者の就業促進

〇外出手段の確保

第1章

施策番号 施策名

〇

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・定年延長やライフスタイルの多様化等の様々な要因
により、「老人クラブ会員数」は、61.0％の達成率と
なりましたが、引き続き、広報誌等を活用し、老人ク
ラブの活動内容や会員募集等の周知を行うほか、老人
クラブに補助金を交付し、活動を支援します。

◎

・「シルバー人材センター会員の就業率」は、目標値
を概ね達成しています。

◎
・「高齢者福祉乗車証所持者数」は、目標値を概ね達
成しています。

【施策1-2総合評価】
　これらのことから、総合的にみて概ね順調に進捗し
ています。
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地域包括ケアの推進

2-1 在宅医療・介護連携の推進

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇在宅医療・介護連携のための多職種
　研修会参加数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 204 204 204
実績値 人 135 127 182 110 149
達成率 - - 89.2% 53.9% 73.0%

〇在宅医療・介護連携のための連携会議
　開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 - - 1 1 1
実績値 回 1 0 0 0 1
達成率 - - 0.0% 0.0% 100.0%

〇医療・介護連携に関する出前講座開催
　回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 12 12 17 17 17
実績値 回 15 15 24 24 25
達成率 125.0% 125.0% 141.2% 141.2% 147.1%

・「在宅医療・介護連携のための連携会議開催回数」
は、目標値を達成しています。

・「医療・介護連携に関する出前講座開催回数」は目
標値を達成しています。

【施策2-1総合評価】
　これらのことから、総合的にみて概ね順調に進捗し
ています。

〇医療・介護関係者の連携推進
在宅医療・介護連携推進事業
・在宅医療・介護連携のための多職種研修会
　開催回数　1回（R4：1回）
  参加者数　149人（R4：110人）

【その他の取組】
在宅医療・介護連携推進事業
・在宅医療ケア知識向上研修会
  開催回数　4回（R4：4回）
  参加者数　356人（R4：275人）
・認知症情報連携ツールの交付（R4から新規）
　交付者数　4人（R4:4人）

〇医療・介護が連携したサービスの提供
在宅医療・介護連携推進事業
・在宅医療・介護連携のための連携会議開催
  開催回数　1回（R4：0回）

【その他の取組】
在宅医療・介護連携推進事業
・「医療と介護」のチラシの配付
・在宅医療・介護連携に関する現状把握や課題抽出の整理

〇地域住民への普及・啓発
・医療・介護に関する出前講座の開催
  開催回数　25回（R4：24回）

【その他の取組】
在宅医療・介護連携推進事業
・エンディングノートについて市広報紙による周知　2回
・「医療と介護」のチラシの配付

2-1

〇医療・介護関係者
　の連携推進

〇医療・介護が連携
　したサービスの提
  供

〇地域住民への普及
　・啓発

(医療・介護等の多職種研修会（グループワーク
等）に参加した人数)

第2章

施策番号 施策名

主な取組 目標とする指標

(市や地域包括支援センターが地域の会合等の場で
普及活動を行った回数)

(医療・介護等の多職種による連携会議の開催回数)

◎

◎

〇

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「在宅医療・介護連携のための多職種研修会参加
数」は73.0％の達成率となりましたが、オンライン開
催及び会場開催としたことで、昨年度と比較して、実
績値が増加しており、今後は、さらに多くの方に参加
いただけるよう研修内容を検討します。
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地域包括ケアの推進

2-2 認知症施策の推進

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇認知症ステップアップ講座の開催圏
  域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 圏域 - - 6 9 11
実績値 圏域 3 1 0 7 10
達成率 - - 0.0% 77.8% 90.9%

〇帰宅困難高齢者等の事前登録件数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 280 374 468
実績値 人 - 147 261 350 471
達成率 - - 93.2% 93.6% 100.7%

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「認知症ステップアップ講座の開催圏域数」は、目
標値を概ね達成しています。また、認知症の方やその
家族が必要とする支援を行うボランティア「チームオ
レンジ」を5チーム整備するなど、認知症の支援体制の
強化を図っています。

・「帰宅困難高齢者等の事前登録件数」は、目標値を
達成しています。

〇支援体制の強化
・認知症ステップアップ講座の開催
　開催回数　　13回（R4：14回）
　参加者数　　219人（R4：155人）

【その他の取組】
認知症高齢者対策事業
・認知症サポーター養成講座の開催
　開催回数　40回（R4：33回）
　参加者数　941人（R4：927人）
 
認知症総合支援事業
・チームオレンジの整備
  活動チーム数　8（R4：3）
・各地域包括支援センターへの認知症地域支援
　推進員の配置　配置数　35人（R4：29人）
・認知症カフェ等の開催
　開催回数　112回（R4：84回）
・認知症情報連携ツールの交付（R4から新規）
　交付者数　4人(再掲）
 
 

〇認知症の早期発見・早期対応
高齢者等見守り体制確保事業(※青森圏域連携中枢都市圏ビジョン
の具体的取組 （連携事業）)
・高齢者等見守り事業者数　（累計）57事業所（R4：50事業所）
・高齢者等ＳＯＳネットワーク
・メールマガジン配信数　1件（R4：1件）
・高齢者等見守り活動の手引の配布
認知症総合支援推進事業
・「認知症ケアパス」の更新
認知症総合支援推進事業
・認知症初期集中支援チーム
　支援件数　1件（R4：0件）
認知症高齢者対策事業
・タブレットを使用した脳の健康チェックの実施
　実施回数　71回（R4：62回）
　参加人数　669人（R4：372人）

主な取組 目標とする指標

第2章

施策番号 施策名

2-2

〇支援体制の強化

〇認知症の早期発見
　・早期対応

〇認知症予防の推進

〇認知症に係る知識
　の普及・啓発

(認知症高齢者など帰宅困難となるおそれのある方
のうち、市へ緊急連絡先等を事前登録した件数)

(認知症サポーターが地域の中で活動できるように
するための講座開催圏域数)

◎

◎
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〇つどいの場への参加率【再掲】

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ - - 6.0 6.5 7.0

実績値 ％ 5.2 4.2 4.9 4.7 5.1

達成率 - - 81.7% 72.3% 72.9%

〇認知症の相談窓口を知っている割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ - - 27.8 29.1 29.1

実績値 ％ 27.8 27.8 27.8 29.0 29.0

達成率 - - 100.0% 99.7% 99.7%

・高齢者個人の身体・心理・社会的状況の変化に伴
い、「つどいの場への参加率」は、72.9％の達成率と
なりましたが、昨年度と比較して、実績値は上昇して
おり、引き続き、ロコモ予防体操等の指導者やリハビ
リテーション専門職の派遣を行うなど、認知症予防の
推進に取り組みます。

・「認知症の相談窓口を知っている割合」は、目標値
を概ね達成しています。

〇認知症に係る知識の普及・啓発
認知症高齢者対策事業
・認知症の相談窓口を知っている割合
 　R4～R5　1,270人／4,382人≒29.0％
　 R3 　　 1,356人／4,878人≒27.8％

【その他の取組】
認知症高齢者対策事業
・認知症サポーター養成講座の開催(再掲）
　開催回数　40回（R4：33回）
　参加者数　941人（R4：927人）
認知症総合支援推進事業
・医療・介護職員等を対象とした認知症に関する研修会の開催
  開催回数　8回（R4：8回）
・認知症フォーラム（令和5年9月16日）
　参加者数　181名
・チームオレンジ研修会（令和6年3月16日）
　参加者数　69名
・市民向け認知症講座
　①令和6年2月17日　参加者数28人
　②令和6年2月28日　参加者数48人
・認知症に係る理解を深め、認知症の方を支援する施策について
　市広報紙に特集記事掲載　1回
・認知症相談窓口について市広報紙による周知　1回

〇認知症予防の推進
・つどいの場への参加者数と参加率
  参加者数4,441人/第1号被保険者87,923人≒5.1%
  （R4：4,118人/87,960人≒4.7%）
※つどいの場は、地域住民が主体となって開催
　
一般介護予防事業
・つどいの場にロコモ予防体操等の指導者を派遣した回数
　430回（R4:447回）
・ボランティアポイント制度対象事業のうち介護予防の活動を
行った活動者数と活動ポイント数
  543人、11,242ポイント（R4:454人、9,548ポイント）

※実績値は3年ごとに行う「介護予防・日常生活圏
域ニーズ調査」による。（※R1～R3は、R1年度調
査、R4～R5は、R4年度調査）

(第1号被保険者に占めるつどいの場への参加者数の
割合)

(認知症の相談窓口を知っている市民（65歳以上）
の割合)

2-2

〇

◎

【施策2-2総合評価】
　これらのことから、総合的にみて概ね順調に進捗し
ています。
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地域包括ケアの推進

2-3 地域包括支援センターの機能の充実

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇地域包括支援センターへの研修会等
  開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 - - 13 13 13
実績値 回 13 13 13 13 13
達成率 - - 100.0% 100.0% 100.0%

〇地域包括支援センターへ適切に支援
  した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 100 100 100
実績値 ％ - 100 100 100 100
達成率 - - 100.0% 100.0% 100.0%

〇高齢者の相談窓口を知っている割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 61.2 63.0 63.0
実績値 ％ 61.2 61.2 61.2 69.1 69.1
達成率 - - 100.0% 109.7% 109.7%

〇地域ケア会議開催回数
(地域ケア個別会議の開催回数)                                                            
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 回 - - 134 134 134
実績値 回 128 125 125 115 122
達成率 - - 93.3% 85.8% 91.0%

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「地域包括支援センターへの研修会等開催回数」
は、オンラインを活用した担当者会議の開催など、市
と地域包括支援センターとの情報共有を図り、目標値
を達成しています。

・「地域包括支援センターへ適切に支援した割合」
は、地域包括支援センターからの全ての相談に支援を
行っており、目標値を達成しています。

〇多機関との連携強化
基幹型地域包括支援センター運営事業
・地域包括支援センターからの相談事の全てに対し支援を行って
いる。

【その他の取組】
地域ケア会議推進事業
・地域包括支援センターが対応した問題やニーズを複合的に抱え
ている支援困難事例件数  49件（R4：49件）
  

〇地域包括支援センターの体制強化
包括的・継続的ケアマネジメント支援事業
・地域包括支援センター連絡会担当者会議
　開催回数　12回（R4：12回）
基幹型地域包括支援センター運営事業
・介護予防・重度化防止をテーマとした研修会
　開催回数　1回（R4：1回）

【その他の取組】
総合相談事業
・相談件数　22,027件（R4：22,648件）
　

(地域包括支援センター、在宅介護支援センターへ
の研修会や情報共有を行った回数)

(地域包括支援センターが多機関との連携を図るた
めに基幹型地域包括支援センターが支援を行った割
合)

(高齢者の相談窓口である地域包括支援センターを
知っている市民（65歳以上）の割合)

〇効果的な運営の継続
基幹型地域包括支援センター運営事業
  高齢者の相談窓口を知っている割合
　R4～R5　3,027人／4,382人≒69.1％
  R3　　　2,985人／4,878人≒61.2％

【その他の取組】
基幹型地域包括支援センター運営事業
・青森市地域密着型サービス等運営審議会における各包括の運営
評価の実施回数 1回（R4：1回）
・高齢者相談窓口について市広報紙による周知 2回(R4：2回）

〇地域ケア会議の推進
地域ケア会議推進事業
・地域ケア会議　140回（R4：135回）
  （内訳）
    地域ケア個別会議※　122回（R4：115回）
 　 日常生活圏域ケア会議 17回（R4：19回）
    地域ケア推進会議　1回（R4：1回）
    ※うち自立支援型会議　4回（R4：4回）

※実績値は3年ごとに行う「介護予防・日常生活圏
域ニーズ調査」による。（※R1～R3は、R1年度調
査、R4～R5は、R4年度調査）

第2章

施策番号 施策名

2-3

〇地域包括支援
  センターの体制
  強化

〇多機関との連携
  強化

〇効果的な運営の
  継続

〇地域ケア会議の
  推進

主な取組 目標とする指標

◎

◎

◎

◎

・「高齢者の相談窓口を知っている割合」は、目標値
を達成しています。

・「地域ケア会議開催回数」は、目標値を概ね達成し
ています。

【施策2-3総合評価】
　これらのことから、総合的にみて順調に進捗してい
ます。
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地域包括ケアの推進

2-4 見守り・支え合いの推進

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇帰宅困難高齢者等の事前登録件数【再掲】

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 280 374 468
実績値 人 - 147 261 350 471
達成率 - - 93.2% 93.6% 100.7%

〇地域福祉サポーター登録者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 2,152 2,166 2,204 2,224 2,244
実績値 人 2,271 2,065 2,052 2,002 1,943
達成率 105.5% 95.3% 93.1% 90.0% 86.6%

〇共助ネットワークが構築されている地区

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 地区 38 38 38 38 38
実績値 地区 38 38 38 38 38
達成率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「帰宅困難高齢者等の事前登録件数」は、目標値を
達成しています。

・「地域福祉サポーターの登録者数」は、目標値を概
ね達成しています。

・「共助ネットワークが構築されている地区」は、目
標値を達成しています。

(認知症高齢者など帰宅困難となるおそれのある方
のうち、市へ緊急連絡先等を事前登録した件数（3
月末日現在）)

(ボランティアポイント制度のもとで、ボランティ
ア活動を行う地域福祉サポーター登録者数)

(地域支え合い会議等が恒常的に開催されている地
区社会福祉協議会数)

〇見守り体制の強化
高齢者見守り体制確保事業【再掲】
・青森圏域連携中枢都市圏（青森市、平内町、今別町、外ヶ浜
町、蓬田村）ビジョンの具体的取組

（連携事業）
・帰宅困難高齢者等の事前登録
　受付数　　530人（R4：392人）
　廃止数　 　59人（R4： 42人）
　登録者数　471人（R4：350人）
・見守り協力事業者として協定を締結した事業者数
  （累計）57事業所（R4:50事業所）
・行方不明高齢者等の情報をメールマガジンにより配信した件数
　1件（R4:1件）

〇地域で支え合う意識づくり、支え合い活動の推進
生活支援体制整備事業
一般介護予防事業
地域福祉計画推進事業
・地区カルテの整備・更新（市内全38地区の地区社会福祉協議
会・地域包括支援センターに配付）
・ボランティアポイント制度の運用
　地域福祉サポーター登録者数　1,943人(R4：2,002人）
  ※H29.10～制度開始
・地域支え合い推進員の配置　6人（R4：6人）
・各地区社会福祉協議会の会議・研修等の活動参加数
　630回（R4：287回）

〇支え合い活動の推進
【再掲】
生活支援体制整備事業
一般介護予防事業
地域福祉計画推進事業
・地区カルテの整備・更新（市内全38地区の地区社会福祉協議
会・地域包括支援センターに配付）
・ボランティアポイント制度の運用
　地域福祉サポーター登録者数　1,943人
　（R4：2,002人）※H29.10～制度開始
・地域支え合い推進員の配置　6人（R4：6人）
・各地区社会福祉協議会の会議・研修等の活動参加数
　630回（R4：287回）

第2章

施策番号 施策名

主な取組 目標とする指標

2-4

〇見守り体制の強化

〇地域で支え合う
  意識づくり

〇支え合い活動の
  推進

◎

【施策2-4総合評価】
　これらのことから、総合的にみて順調に進捗してい
ます。

◎

◎
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地域包括ケアの推進

2-5 住まいの充実

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇住宅改修費支給件数
(介護保険住宅改修費の支給件数)                                                            
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 件 944 956 891 904 921
実績値 件 881 790 790 708 793
達成率 93.3% 82.6% 88.7% 78.3% 86.1%

〇養護老人ホームに適切に措置した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 100 100 100
実績値 ％ 100 100 100 100 100
達成率 - - 100.0% 100.0% 100.0%

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「住宅改修費支給件数」は、目標値を概ね達成して
います。

◎

・「養護老人ホームに適切に措置した割合」は、目標
値を達成しています。

〇高齢者に適した住まいの確保
養護老人ホーム入退所事務

　

　

(養護老人ホームに入所する必要がある高齢者を適
切に入所措置した割合)

第2章

軽費老人ホーム事務費補助事務
・補助金交付施設　7施設（R4：7施設）
　補助金交付額　163,425千円（R4：163,417千円）

サービス付き高齢者向け住宅登録事業
・新規登録0件（R4新規登録：0件）
　　令和5年度末現在　計16施設529戸

有料老人ホーム等一般検査
・一般検査実施件数　22件（R4：36件）

2-5

〇住宅改修等による
　居住環境の充実

〇高齢者に適した住
　まいの確保

施策番号 施策名

〇住宅改修等による居住環境の充実
介護予防住宅改修費支払事務
・介護予防住宅改修　236件（R4：224件）

居宅介護住宅改修費支払事務
・居宅介護住宅改修　557件（R4：484件）

主な取組 目標とする指標

◎

【施策2-5総合評価】
　これらのことから、総合的にみて順調に進捗してい
ます。

・本市入所者数　　　　　　　　　　　　　　

　令和6年3月31日現在　単位：人

入所者数 退所者数

安生園 100 74（74） 18（  7） 18（ 15）

藤ホーム 55  44（46） 5（  9） 7（　3）

津軽ひかり荘 70 13（13） 0（　1） 0（　1）

弘前温淸園 120 2（ 2） 0（　0） 0（　0）

やすらぎ荘 50 3（ 3） 0（　0） 0（　0）

景楓荘 50 3（ 5） 0（　0） 2（　1）

くるみ園 50 1（ 1） 0（　0） 0（　1）

計 140（144） 23（ 17） 27（ 21）

※（　）内：令和4年度実績

本市措置
入所者数

施設名 定員
令和5年度中の措置者の異動
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地域包括ケアの推進

2-6 安全・安心な暮らしの確保

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇生活支援サービスに関する出前講座
  開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 - - 10 10 10
実績値 回 8 6 8 15 11
達成率 - - 80.0% 150.0% 110.0%

〇平時からの情報提供に同意した避難
　行動要支援者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 6,969 7,039 7,109
実績値 人 - 6,900 6,754 6,431 6,448
達成率 - - 96.9% 91.4% 90.7%

〇啓発事業などへの参加者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 2,950 3,000 3,800 3,900 4,000
実績値 人 2,897 3,734 4,658 4,222 5,011
達成率 98.2% 124.5% 122.6% 108.3% 125.3%

〇交通事故による高齢者の死者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 3 3 3
実績値 人 4 3 2 0 7
達成率 - - - - -

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「生活支援サービスに関する出前講座開催回数」
は、目標値を達成しています。

・「平時からの情報提供に同意した避難行動要支援者
数」は、目標値を概ね達成しています。

・「啓発事業などへの参加者数」は、目標値を達成し
ています。

〇災害時等における地域福祉活動の充実
防災訓練事業
・青森市総合防災訓練：参加住民521人（R4：144人）
自主防災活動促進事業
・自主防災組織結成町会：197町会（R4：197町会）
福祉の雪処理支援事業
・屋根雪処理費用の一部助成：6件、104,000円
　（R4：240件、6,061,216円）
在宅一人暮らし高齢者等の雪処理対策事業
・間口除雪　7,297回（R4：12,011回）
青森市高齢者世帯等冬季除雪サービス事業
・登録世帯数　33世帯（R4：42世帯）
・延実施回数　590回（R4：764回）
　

〇生活支援サービス
　の充実

〇災害時等におけ
  る地域福祉活動
  の充実

〇消費者被害防止

〇交通安全教育の
  推進

(消費生活に関する各種啓発事業に参加した市民の
人数及び啓発した市民の人数)

(在宅生活を支援するための生活支援サービスに関
する出前講座を開催した回数)

(災害時に備え、平時から町（内）会、民生委員、
警察署、消防署、避難支援者へ情報提供することに
同意した避難行動要支援者の数)

(青森市内において発生した、交通事故による65歳
以上の高齢者の年間死者数)

〇交通安全教育の推進
・高齢者対象交通安全指導の実施状況
  開催回数　 　19回（R4：13回）
　参加者数　1,897人（R4：1,177人）

〇生活支援サービスの充実
・福祉ガイドブックへの掲載
・要介護等認定者への
　「青森市高齢者福祉サービス一覧」の送付

第2章

施策番号 施策名

主な取組 目標とする指標

2-6
〇消費者被害防止
消費者教育啓発活動推進事業
・消費生活出前講座
　16回　609人受講（R4：8回　384人）
・消費者月間パネル展
　2日間　88人に啓発（R4：2日間　120人）
・消費者被害防止活動
　5回　1,350人に啓発（R4：5回　850人）
・成人式及び高齢者を対象とした研修会等での啓発活動
　7回  1,843人に啓発（R4：2回　1,747人）

消費生活相談事業
・青森市民消費生活センター相談件数　1,541件
　（R4：1,480件）
・青森市相談窓口紹介ネットワーク活動員を通じた注意喚起情報
提供
　4回　1,121人に提供（R4：4回　1,121人）

◎

◎

-

◎

【施策2-6総合評価】
　これらのことから、総合的にみて順調に進捗してい
ます。
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尊厳が守られる暮らしの実現

3-1 成年後見制度の利用促進

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇成年後見活動について、地域ケア会議
　で検討を行う体制づくりができている
  圏域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 圏域 - - 11 11 11
実績値 圏域 1 3 9 11 11
達成率 - - 81.8% 100.0% 100.0%

〇市長申立てにつなげた割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ 100 100 100 100 100
実績値 ％ 100 100 100 100 100
達成率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〇市民後見人養成講座修了者に対する
　研修会開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 2 2 2 2 2
実績値 回 0 1 1 2 1
達成率 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 50.0%

〇成年後見制度の普及・啓発を行った
  圏域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 圏域 - - 11 11 11
実績値 圏域 8 6 5 2 4
達成率 - - 45.5% 18.2% 36.4%

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「成年後見活動について、地域ケア会議で検討を行
う体制づくりができている圏域数」は、目標値を達成
しています。

・「成年後見制度の普及・啓発を行った圏域数」は、
36.4％の達成率となりましたが、引き続き、成年後見
制度や成年後見制度の相談窓口である市及び地域包括
支援センターについて、広報誌等を活用し、市民に周
知します。

・「市長申立てにつなげた割合」は、目標値を達成し
ています。

・「市民後見人養成講座修了者に対する研修会開催回
数」は、50.0％の達成率となりましたが、引き続き、
市民後見人が安心して後見業務に取り組めるよう支援
します。

〇市民後見人支援体制等の強化
・市民後見人養成フォローアップ研修　19人（R4：24人）

〇成年後見制度の利用支援
成年後見制度利用支援事業
・市長申立件数　64件（R4：40件）
・報酬助成件数　59件（R4：78件）
・報酬助成金額　11,568,105円(R4：14,584,475円）

〇相談・支援体制の整備
地域ケア会議推進事業
・成年後見活動について、地域ケア会議で検討を行う体制づくり
ができている圏域数　11圏域（R4:11圏域）
　
権利擁護事業
・地域包括支援センターにおいて、成年後見制度に関する相談に
応じた件数 109件（R4:134件）

(成年後見人等を必要とする高齢者への支援につい
て、地域ケア会議で検討を行う体制づくりができて
いる圏域数)

(親族等による成年後見等開始の審判の申立てが見
込めない高齢者を市長申立てにつなげた割合)

(市民後見人養成研修修了者を対象とした研修会を
開催した回数)

(成年後見制度の普及・啓発を目的とした出前講座
を開催した圏域数)

〇成年後見制度の普及・啓発
・出前講座での成年後見制度の普及・啓発回数
  4圏域　5回（R4：2圏域　3回）
　市：9回（R4：13回）

第3章

施策番号 施策名

主な取組 目標とする指標

3-1

〇相談・支援体制の
　整備

〇成年後見制度の利
　用支援

〇市民後見人支援体
　制等の強化

〇成年後見制度の普
　及・啓発

△

◎

◎

【施策3-1総合評価】
　これらのことから、総合的にみて概ね順調に進捗し
ています。

△
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尊厳が守られる暮らしの実現

3-2 虐待防止対策の強化

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇高齢者虐待の相談・通報に適切に対応
　した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 100 100 100
実績値 ％ 100 100 100 100 100
達成率 - - 100.0% 100.0% 100.0%

〇高齢者の相談窓口を知っている割合【再掲】

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 61.2 63.0 63.0
実績値 ％ 61.2 61.2 61.2 69.1 69.1
達成率 - - 100.0% 109.7% 109.7%

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「高齢者の相談窓口を知っている割合」は、目標値
を達成しています。

・「高齢者虐待の相談・通報へ適切に対応した割合」
は、目標値を達成しています。

目標とする指標

〇高齢者虐待防止の普及・啓発
高齢者の相談窓口を知っている割合
　R4～R5　3,027人/4,382人≒69.1％
　（R3　2,985人/4,878人≒61.2％）
※介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書（R5.3月）参照
 
高齢者虐待防止対策事業
・高齢者虐待対応マニュアルの改訂
・高齢者虐待の通報・相談窓口の周知
　広報あおもり9/15号掲載　「通報相談窓口」
・介護事業所等への研修会　4回（R4：4回）
  ※市：1回（R4：1回）
 

施策番号 施策名

主な取組

〇高齢者虐待の早期発見・早期対応
高齢者虐待防止対策事業
・高齢者虐待の相談・通報の全てに適切に対応している。
・養護者による虐待
  通報件数　122件…うち虐待数 46件(R4：148件…うち虐待数 43
件）
・養介護施設従事者等による虐待
  通報件数　5件…うち虐待数 1件(R4：7件…うち虐待数 4件）
・やむを得ない事由による措置 措置件数　0件（R4:0件）
（契約による介護サービスの利用が著しく困難な高齢者を市長の
権限によりサービス利用につなぐ。）

高齢者生活管理指導短期宿泊事業
・利用者数　1件（R4：0件）
（在宅の高齢者等を虐待等の理由で一時的に施設に避難させ、安
全を確保する。）

第3章

3-2

〇高齢者虐待の早期
　発見・早期対応

〇高齢者虐待防止の
　普及・啓発

(関係機関と連携したケース対応等、高齢者虐待に
関する相談・通報に適切な対応を行った割合)

(高齢者虐待の相談窓口である地域包括支援セン
ターを知っている市民（65歳以上）の割合)

※実績値は3年ごとに行う「介護予防・日常生活圏
域ニーズ調査」による。（※R1～R3は、R1年度調
査、R4～R5は、R4年度調査）

◎

◎

【施策3-2総合評価】
　これらのことから、総合的にみて順調に進捗してい
ます。
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適正な介護サービスの提供

4-1 介護サービスの充実

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

○介護老人福祉施設入所待機者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 人 121 72 160 160 126

実績値 人 143 160 220 178 172

達成率 84.6% 45.0% 72.7% 89.9% 73.3%

〇地域密着型介護老人福祉施設入所者
　生活介護施設数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 施設 6 8 6 6 8

実績値 施設 6 6 6 6 6

達成率 100.0% 75.0% 100.0% 100.0% 75.0%

〇認知症対応型共同生活介護施設数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 施設 58 60 61 62 63

実績値 施設 58 60 61 61 61

達成率 100.0% 100.0% 100.0% 98.4% 96.8%

〇地域密着型特定施設入居者生活介護
　事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 施設 - - 1 1 2

実績値 施設 - - 1 2 2

達成率 - - 100.0% 200.0% 100.0%

〇小規模多機能型居宅介護事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 事業所 8 10 9 9 10

実績値 事業所 8 9 9 9 9

達成率 100.0% 90.0% 100.0% 100.0% 90.0%

〇看護小規模多機能型居宅介護事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 事業所 1 2 1 1 2

実績値 事業所 1 1 1 1 2

達成率 100.0% 50.0% 100.0% 100.0% 100.0%

・「介護老人福祉施設入所待機者数」は、地域密着型
介護老人福祉施設入所者生活介護（ミニ特養）の公募
に応募がなかったことなどから、目標値を下回りまし
た。第9期計画においても、待機者数の解消を図るため
ミニ特養の公募を行います。

〇施設・居住系サービスの整備及び在宅サービスの充実
老人福祉施設整備費補助金交付事務
・認知症対応型共同生活介護　3件
（一般社団法人慈恵会、株式会社サン工業、社会福祉法人榮惣
会）
・看護小規模多機能型居宅介護　1件
（社会福祉法人敬仁会）
　計4件、交付額116,594千円（R4：計2件、交付額40,972千円）

施設開設準備経費補助金交付事務
・認知症対応型共同生活介護　2件
（一般社団法人慈恵会、社会福祉法人榮惣会）
・看護小規模多機能型居宅介護　1件
（社会福祉法人敬仁会）
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護　1件
（社会福祉法人和幸園）
　計4件、交付額48,295千円（R4：計1件、15,102千円）

　

第4章

施策番号 施策名

主な取組

（看護小規模多機能型居宅介護の累計事業所
数）

（小規模多機能型居宅介護の累計事業所数）

（認知症対応型共同生活介護の累計施設数）

4-1

〇施設・居住系
　サービスの整備

〇在宅サービスの
  充実

〇介護従事者の確保

〇業務の効率化

〇介護保険料収納率
  の向上

（介護老人福祉施設の在宅での待機者数）

目標とする指標

（地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の累
計施設数）

（地域密着型特定施設入居者生活介護の累計事業所
数）

〇

〇

◎

◎

◎

・「認知症対応型共同生活介護施設数」は、概ね目標
値を達成しています。

・「地域密着型特定施設入居者生活介護事業所数」
は、目標値を達成しています。

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・「地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護施設
数」については、公募に応募がなかったため、目標値
を下回りました。第9期計画においても、待機者数の解
消を図るため公募を行います。

・「小規模多機能型居宅介護事業所数」は、概ね目標
値を達成しています。

・「看護小規模多機能型居宅介護事業所数」は、目標
値を達成しています。

◎

（件）

サービス種類 公募件数 応募件数 選定件数

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 4 0 0

認知症対応型共同生活介護 2 0 0

地域密着型特定施設入居者生活介護 1 0 0

小規模多機能型居宅介護 3 0 0

計 10 0 0

令和５年度地域密着型サービス事業者の公募・選定結果
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〇定期巡回・随時対応型訪問介護看護
　事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 事業所 1 2 2 2 3

実績値 事業所 1 1 2 2 3

達成率 100.0% 50.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〇介護従事者の確保に関する情報提供件数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 件 - - 15 15 15

実績値 件 15 10 13 13 11

達成率 - - 86.7% 86.7% 73.3%

〇指定申請等の申請様式や手続の簡素化・
　標準化に適切に対応した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ - - 100 100 100

実績値 ％ - 100 100 100 100

達成率 - - 100.0% 100.0% 100.0%

〇介護保険料収納率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ 98.61 98.61 99.13 99.13 99.13

実績値 ％ 99.13 99.28 99.36 99.47 99.55

達成率 100.5% 100.7% 100.2% 100.3% 100.4%

【施策4-1総合評価】
　これらのことから、総合的にみて概ね順調に進捗し
ています。

・「定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所数」
は、目標値を達成しています。

〇業務の効率化
・様式の標準化　1件（総合事業申請書の標準化）指定申請書等を
国の電子申請・届出システムに対応した様式へ変更（令和5年4月1
日から）（R4：1件）
・運営指導の標準化・効率化
　国が定めた「介護保険施設等運営指導マニュアル」に基づき、
効率的な運営指導を実施

〇介護保険料収納率の向上
・介護保険料徴収事務
　納付相談（新型コロナウイルス感染症の影響による相談を含
む）、督促状送付、納付お知らせセンターからの電話による納付
勧奨、催告書の送付、財産の差押えを行った。
・介護保険料賦課事務
・リーフレットの配付
　介護保険制度周知用リーフレット 4,221件（R4：4,161件）
　（介護保険被保険者証に同封し配付）
　介護保険料説明用リーフレット　90,518件（R4：90,314件）
　（介護保険料納入通知書等に同封し配付）
・給付制限措置
　支払方法の変更（償還払い化）5件（R4：4件）
　（1年以上1年6か月未満の滞納がある場合）
　保険給付の支払の一時差止　0件（R4：0件）
　（1年6か月以上2年未満の滞納がある場合）
　給付額減額等　55件（R4：48件）
　（2年以上の滞納がある場合）

〇介護従事者の確保
・介護従事者確保に関する広報誌への掲載件数
　11件（R4：13件）

（定期巡回・随時対応型訪問介護看護の累計事業所
数）

（介護職の魅力発信に関する情報、介護分野の求人
情報及び資格取得・研修情報等の広報誌を活用した
情報提供数）

（国が示す指定申請等の申請様式や手続の簡素化・
標準化に適切に対応した割合）

（介護保険料の現年課税分の収納率（未還付分を含
む））

4-1

・「介護従事者の確保に関する情報提供件数」は、目
標値を下回ったため、引き続き、国・県・関係団体等
と連携し、就職相談会等の情報提供を行います。

・「指定申請等の申請様式や手続の簡素化・標準化に
適切に対応した割合」は、目標値を達成しています。

・「介護保険料収納率」は、目標値を達成していま
す。

◎

〇

◎

◎
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4-2 介護サービスの適正化

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇ケアプランの点検件数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 件 69 80 55 56 57
実績値 件 53 45 41 56 45
達成率 76.8% 56.3% 74.5% 100.0% 78.9%

〇研修会開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 1 1 1 1 1
実績値 回 1 1 0 1 2
達成率 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 200.0%

〇実地指導等の実施率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ 14.0 14.0 16.6 16.6 16.6
実績値 ％ 16.5 8.9 11.0 19.8 19.7
達成率 117.9% 63.6% 66.3% 119.3% 118.7%

◎

◎

・「ケアプランの点検件数」は、適正化推進員の欠員
期間（3名⇒2名（R5.9月～R6.1月）もあり、目標値を
下回りましたが、現在は順調に点検を行っています。

〇介護サービスの質の確保
介護サービス適正実施指導事業
・ケアマネジャー研修会の開催回数 2回（R4：1回）

主な取組 目標とする指標

〇介護給付の適正化
　の推進

〇介護サービスの質
　の確保

〇効果的な指導監督

〇介護給付の適正化の推進
介護サービス適正実施指導事業
・要介護認定の適正化件数　11,827件（R4：13,216件）
※要介護認定の変更認定又は更新認定に係る認定調査の内容に関
する点検件数
・ケアプランの点検件数　45件（R4：56件）
※介護支援専門員が作成したケアプランの記載内容に関する点検
件数
・住宅改修等の点検件数　64件（R4：82件）
※住宅改修サービスの施工状況等の点検件数や福祉用具貸与サー
ビス利用状況等の点検件数
・給付実績を活用した情報の点検件数　237件（R4：278件）
※給付実績を活用した介護報酬の支払状況の点検件数や医療保険
の入院情報との突合及び点検件数
・介護給付費通知回数　2回（R4：2回）
※介護サービス利用者に対する事業者からの介護報酬の請求及び
費用の給付状況等に関する通知回数

・ケアプラン検証会議の開催回数2回、件数3件（R4：1回、4件）
※生活援助の訪問回数の多いケアプランの届出・検証
※居宅介護支援事業所単位で抽出するケアプラン検証及び高齢者
向け住まい等対策のケアプラン点検

〇効果的な指導監督
介護保険関連施設等指導監査事業
・実地指導（運営指導）等の実施率
　R5：指導等件数137/対象事業所数696＝19.7％
　R4：指導等件数143/対象事業所数721＝19.8％
・集団指導
　開催回数　1回（R4：1回）
　開催期日　R6.3.19（R4：R5.3.17）
　参加事業所数　724事業所（R4：730事業所）
※ホームページへ資料掲載し質問票、受講確認票を受付
※開催期日・・・ホームページへの資料掲載日
※参加事業所数・・・対象事業所件数
・新規介護サービス事業者等説明会
　開催回数　2回（R4：3回）
  参加事業所数　27事業所（R4：25事業所）

(介護支援専門員が作成したケアプランの記載内容
に関する点検件数)

・リハビリテーション専門職による点検件数　2件（R4：0件）
※県が派遣するアドバイザー（リハビリテーション専門職）が、
福祉用具貸与サービス利用者に対し、訪問調査により実施した点
検件数

(地域包括支援センター、介護支援専門員等に対す
る自立支援・重度化防止に資するケアマネジメント
を支援するための研修会の開催回数)

(介護サービス事業者等に対して実地指導等を実施
した割合)

・「研修会開催回数」は、目標値を達成しています。

・「実地指導等の実施率」は、目標値を達成していま
す。

【施策4-2総合評価】
　これらのことから、総合的にみて概ね順調に進捗し
ています。

4-2

第4章

施策番号 施策名

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

〇
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4-3 災害・感染症対策に係る体制整備

施策
番号

令和５年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由

〇自然災害発生時における業務継続計画
  （BCP）の策定率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 33 67 100
実績値 ％ - - 12.9 25.3 93.1
達成率 - - 39.1% 37.8% 93.1%

〇新型コロナウイルス感染症発生時
  における業務継続計画（BCP)の策定率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 33 67 100
実績値 ％ - - 10.1 24.9 94.4
達成率 - - 30.6% 37.2% 94.4%

(自然災害発生時における業務継続計画（BCP）を策
定した介護施設・事業所の割合)

〇災害対策に係る体制の充実
介護サービス事業者指定事業（中核市）
・自然災害発生時における業務継続計画策定
　　策定済　515事業所/553事業所　93.1％（R4：25.3％）

・国のガイドラインや研修会の周知のほか、市の集団指導におけ
る資料説明などにより、事業者に対し事業継続計画（BCP）策定の
支援を行った。
・市のホームページに業務継続計画に関する情報を掲載し、策定
の支援を行った。

主な取組 目標とする指標

第4章

施策番号 施策名

4-3

〇災害対策に係る体
　制の充実

〇感染症対策に係る
　体制の充実

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～
79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

※自然災害発生時及び新型コロナウイルス感染症発
生時における業務継続計画（BCP）の策定について
は、国の基準省令及び市の条例により、令和3年度
から令和5年度までは努力義務とされています。
（令和6年度から義務化）

※目標値については、令和5年度までの経過措置期
間があることから、令和5年度の目標値を100％と
し、令和3年度はその1/3、令和4年度はその2/3を目
標値としています。

(新型コロナウイルス感染症発生時における業務継
続計画（BCP）を策定した介護施設・事業所の割合)

◎

◎

〇感染症対策に係る体制の充実
介護サービス事業者指定事業（中核市）
・感染症発生時における業務継続計画策定
　　策定済　522事業所/553事業所　94.4％（R4:24.9％）

・国のガイドラインや研修会の周知のほか、市の集団指導におけ
る資料説明などにより、事業者に対し事業継続計画（BCP）策定の
支援を行った。
・市のホームページに業務継続計画に関する情報を掲載し、策定
の支援を行った。

・「自然災害発生時における事業継続計画（BCP）の策
定率」は、策定支援を行ったことにより概ね目標値を
達成しています。

【施策4-3総合評価】
　これらのことから、総合的にみて順調に進捗してい
ます。

・「新型コロナウイルス感染症発生時における事業継
続計画（BCP）の策定率」は、策定支援を行ったことに
より概ね目標値を達成しています。
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